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ー
ム

本
県
は
全
国
水
準
以
上
の
予
備
群

　
こ
と
し
五
月
、「
平
成
十
七
年
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
結
果
」
が
国
か
ら
発
表
さ
れ
、
全

国
の
四
〇
～
七
四
歳
の
う
ち
、
男
性
約
　
%
、

50

女
性
約
　
%
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

20

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
。
以
下
メ
タ
ボ
）

の
予
備
群
や
強
く
疑
わ
れ
る
人
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
本

県
の
「
平
成
十
八
年
度
健
康
・
栄
養
調
査
結

果
」
と
比
較
す
る
と
、
本
県
は
男
女
と
も
ほ

と
ん
ど
の
年
代
で
国
の
結
果
よ
り
肥
満
の
割

合
が
高
く
、
特
に
全
国
で
は
男
性
の
四
〇
歳

代
以
上
で
メ
タ
ボ
予
備
群
等
が
増
加
し
て
い

た
の
に
対
し
、
本
県
の
男
性
は
三
〇
歳
代
か

ら
急
激
に
増
加
し
、
三
〇
歳
代
男
性
の
約
　40

%
が
メ
タ
ボ
予
備
群
等
と
い
う
結
果
で
し
た
。

洋
ナ
シ
型
肥
満
と
り
ん
ご
型
肥
満

　
本
市
が
昨
年
実
施
し
た
「
市
民
の
健
康
に

関
す
る
実
態
調
査（
注
1
）」で「
メ
タ
ボ
の
意

味
を
知
っ
て
い
る
」、「
メ
タ
ボ
か
ど
う
か
判

断
で
き
る
」
と
答
え
た
市
民
の
割
合
は
約
二

～
三
割
。
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実

情
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
メ
タ
ボ
を
単
純
に
「
肥
満
」
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
肥
満
に

は
、
皮
膚
の
下
に
あ
る
組
織
に
脂
肪
が
た
ま

る
「
皮
下
脂
肪
型
」
と
、
お
な
か
の
内
臓
の

周
り
に
脂
肪
が
た
ま
る
「
内
臓
脂
肪
型（
図

1
）」
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
皮
下
脂
肪
型
肥
満
は
、
お
し
り
や
太
も
も

な
ど
下
半
身
に
脂
肪
が
た
ま
る
体
形
か
ら

「
洋
ナ
シ
型
肥
満
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
は
、
お
な
か
の
内
臓
の

周
り
に
脂
肪
が
た
ま
る
体
形
か
ら
「
り
ん
ご

型
肥
満
」と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
外
見
で
は
分
か

ら
な
い「
隠
れ
肥
満
」の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
皮
下
脂
肪
や
内
臓
脂
肪
は
、
過
食
や
運
動

不
足
な
ど
で
消
費
で
き
な
か
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
蓄
積
し
た
も
の
で
す
が
、
内
臓
脂
肪

は
皮
下
脂
肪
よ
り
も
血
圧
や
血
糖
の
上
昇
、

脂
質
異
常
（
血
中
の
脂
質
が
多
い
状
態
）
な

ど
を
招
く
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
分
泌
さ
れ
、
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
進
行
に
大
き
く

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
生
活
習
慣
病
の
根
源
と
も
い
え
る
内
臓
脂

肪
型
肥
満
に
加
え
、
高
血
糖
や
高
血
圧
、
脂

質
異
常
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
つ
以
上
を
併
せ

注1：「けんこうシップさせぼ21」計画（平成14～23年度）の中間評価を行うため、市内在住の30～50歳の男女3,000人を対象として、平成18年8月28日
　　から9月12日に実施。有効回答数1,137人（回収率37.9昏）

【図1】内臓脂肪型肥満の腹部CT検査写真
                           （着色部分が内臓脂肪）

メタボリックシンドロームにご用心特 

集

近年、長年の不健康な生活習慣などを主な原因として、メタボ
リックシンドロームの人が増加しています。忘年会など外食す
る機会が多くなったり、運動不足になったりするこの時期に改
めてメタボについて考えてみませんか。

持
つ
状
態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
い
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
と
動
脈
硬
化

　
メ
タ
ボ
は
、
初
期
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
軽
視
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
「
動
脈
硬
化
」

を
進
行
さ
せ
る
危
険
な
状
態
で
す
。

　
動
脈
硬
化
と
は
、
酸
素
や
栄
養
を
全
身
に

送
る
役
割
を
す
る
血
管
が
、
も
ろ
く
な
っ
た

り
、
硬
く
な
っ
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
を
い
い
、
高
血
糖
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常

が
主
な
原
因
で
す
。

　
本
市
の
平
成
十
七
年
の
三
大
死
因
は
全
国

と
同
様
、
悪
性
新
生
物（
が
ん
）、
心
疾
患（
心

臓
病
等
）、
脳
血
管
疾
患（
脳
卒
中
等
）で
す

が
、
そ
の
う
ち
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
は
動

脈
硬
化
を
要
因
と
す
る
病
気
で
、
本
市
の
死

亡
総
数
の
約
三
割（
表
1
）を
占
め
て
い
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
原
因

で
あ
る
高
血
糖
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
を
治

療
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

メ
タ
ボ
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
の
改
善
を

　
メ
タ
ボ
を
氷
山（
図
2
）に
例
え
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
海
面
に
は
、
三
つ
の
氷
山

（
高
血
糖
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
）
が
あ
り
、

こ
れ
ら
氷
山
は
水
面
下
の
氷
の
塊
（
内
臓
脂

肪
型
肥
満
）
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、
メ
タ
ボ

を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
先
に
は
、
動
脈
硬

化
性
の
健
康
障
害
が
見
え
て
い
ま
す
。
健
康

障
害
を
改
善
す
る
た
め
、
一
つ
一
つ
の
氷
山

を
小
さ
く
（
治
療
）
し
て
も
、
水
面
下
の
氷

の
塊
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
氷
山
を
小
さ
く
す

る
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
水

面
下
の
氷
の
塊
を
小
さ
く
（
内
臓
脂
肪
の
減

少
）
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
が
メ
タ
ボ
予
防
の
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
四
月
か
ら
、
こ
の
メ
タ
ボ
予
防（
メ
タ

ボ
予
備
群
等
の
発
見
や
生
活
習
慣
の
改
善
指

導
）に
重
点
を
置
い
た
「
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導（
注
2
）」
が
全
国
的
に
始
ま
り
ま
す
。
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注2：「特定健診・特定保健指導」＝平成20年4月から40～74歳までの人は、医療保険者が実施するメタボに着目した健診を受診し、メタボの予防・解消の
　　ための保健指導が受けられます。健診では「おなか周り」が測定されるようになります。※詳しくは、広報させぼ1月号でお知らせします。

【メタボリックシンドロームの診断基準表】

繋＋罫の1項目が該当施メタボリックシンドローム予備群
繋＋罫の2項目以上が該当施メタボリックシンドローム

資料：平成17年4月日本内科学会ほか7学会で検討・発表

※計測方法　おへその高さに巻尺を合
　わせ、普通に息をして吐き終わったと
　きに計測します。

◎おなか周り
　男性85㎝以上
　女性90㎝以上

◎高血圧
　最高（収縮期）血圧値 130㎜Hg以上
　最低（拡張期）血圧値 85㎜Hg以上
　のいずれかまたは両方
◎高血糖
　空腹時血糖値 110㎎/dl以上
◎脂質異常
　中性脂肪値 150㎎/dl以上
　HDLコレステロール値 40㎎/dl未満
　のいずれかまたは両方

繋
罫

【表1】本市の平成17年主要死因別死亡割合

30.7%
悪性新生物

9.0%
肺炎 心疾患

15.0%
脳血管疾患
12.9%

32.4%
その他

【図2】

隔

※厚生労働省ホームページより引用

栄養・食生活、身体活動・運動、
たばこ、アルコールなど･･･

生活習慣

動脈硬化性健康障害


